
生活協同組合パルシステム東京 (単位：円)
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(1)経営基盤強化積立金
(2)市民活動助成基金積立金
(3)震災復興支援積立金

　Ⅲ．

上記のとおり提案します。 2023年6月13日

剰余金処分に関する注記
  1.

  2.

  3.

  4. 任意積立金の積立は以下のとおりです。
(1)

(2)

(3)

  5.

2022年度剰余金処分後の法定準備金及び任意積立金予定額は、以下のとおりになります。 （単位：円）

【Ⅴ】　剰余金処分

項　目 金　額

当 期 未 処 分 剰 余 金 2,433,129,797

4,919,792

剰 余 金 処 分 額
福 祉 事 業 積 立 金 29,917,098
利 用 分 量 割 戻 金 409,117,795
出 資 配 当 金 19,299,320
任 意 積 立 金

1,500,000,000

2,573,940 1,965,827,945
次 期 繰 越 剰 余 金 467,301,852

理 事 長 松 野 玲 子

出資配当は年度末に在籍し、かつ総代会の開催日に在籍する全組合員を対象に実施します。当期の
配当は配当率年0.1％とし19,299,320円を実施します。なお、出資配当金額から源泉所得税及び復興
特別所得税20.42％を控除した後、出資金に振り替えます。

経営基盤強化積立金は、事業継続のための財務基盤の強化を目的として積み立てます。当期は
1,500,000,000円を積み立てます。
市民活動助成基金積立金は当期、市民活動助成基金規則に基づき諸団体に拠出した4,919,792円
を取り崩しました。当期は取崩額と同額を積み立てます。
震災復興支援積立金は、パル未来花基金の規則に基づき組合員を代表としたグループに拠出した
2,573,940円を取り崩しました。取崩額と同額を積み立てます。

次期繰越剰余金には､生協法第51条の4第4項に定める教育事業等繰越金として100,000,000円(当期剰
余金の5％以上)を含みます。

専務理事 杉 原 学

福祉事業積立金は生協法第51条の2第1項に規定する積立金です。当期、福祉事業で生じた剰余金
29,917,098円を他の事業と区分して積み立てます。

利用分量割戻しは総代会の開催日に在籍する全組合員を対象に実施します。当期の割戻しは2022年
4月1日から2023年3月31日の対象商品利用額（パルシステム手数料、共済事業、電力事業、チケット、
カンパなどは除く）に対して0.50％の割合とし409,117,795円を実施します。なお、利用割戻金額に消
費税額を加算し請求書上で商品代金と振り替えます。

法定準備金 11,000,000,000 11,000,000,000

福祉事業積立金 95,348,528 125,265,626

積立金の種類 2022年度末残高 剰余金処分後の積立額

社会貢献基金積立金                               500,000,000 500,000,000

経営基盤強化積立金                            3,450,000,000 4,950,000,000

市民活動助成基金積立金 5,080,208 10,000,000

震災復興支援積立金                                97,426,060 100,000,000

食の安全安心基金積立金                            2,000,000,000 2,000,000,000

合　計 17,147,854,796 18,685,265,626


